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平成２７年度 学校評価の集計結果について 

 

寒さもようやく衰えはじめましたが、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 さて、保護者の皆様には、昨年末に学校評価のアンケートをお願いいたしました。ご多用の時期にもかかわらず多くの方

にご協力いただきました。改めてお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 集計結果をまとめましたので、ご報告いたします。学校では、今回いただいた保護者・地域の皆様からのアンケート結果

やご意見等も踏まえ、来年度のカリキュラムや各種教育活動の検討をしてまいります。多数のご意見をいただいたものなど

については、可能な限り具体的に反映していきたいと考えています。 

 今後も本校の教育活動に、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

                                                  

                                  

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「あてはまる」「だいたいあてはまる」を合わせて８０ポイントを超えた項目

については、それなりに成果があったものと考えます。 

○「あまりあてはまらない」「あてはまらない」を合わせて２０ポイント以上の

項目については、次年度本校の取り組みの中でさらに工夫していく必要

のあるものと考えます。                                          

○「わからない」  が２０ポイントを超えている項目は、もっと保護者の方々

に知っていただけるように努力していく必要のあるものと考えます。                                            

 

児童数３８３名・提出数３４７枚 

56 215 34 5 37

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.学校は確かな学力の向上に向けて、一

人一人に応じた分かりやすい授業を…

89 197 42 99

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.我が子は基礎的基本的内容を身に

付けている。

63 206 56 417

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.我が子は各授業によって「考える、話す・

聞く､表現する」等の力が育ってきている。

105 125 74 40 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.我が子は家庭で相談して決めた時間（目

安：学年×10～15分程度)の学習を、毎日

行っている。

94 154 145 78

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.学校のＩＣＴ機器（パソコンやプロジェク

ター）を活用した授業は、効果的である。

78 215 37 512

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.通知表はお子さんの学力や生活の様

子がよく分かる。



 

 

 

《傾向と分析、新年度方針について》１～６の項目について 

設問１の｢確かな学力の向上｣については、低学年の算数の授業に講師が入り、担任と講師による習熟度別少人数指導

を行いました。また、３年生以上の算数の授業でも担任と算数の少人数担当教員による習熟度別少人数指導を行いまし

た。また、学習指導支援員が算数と国語の授業でティームティーチングを行い、より一層個に応じた指導を行いました。残

念ながら「あてはまる」「だいたいあてはまる」を合わせて８０ポイントに届かなかったので、来年度は他の教科や領域におい

ても、指導方法や指導形態の工夫をしたり、きめ細かい対応をしたりして、さらに教育成果が上がるようにしてまいります。

設問２の｢基礎的基本的内容の定着｣については、おおむねよい評価をいただきました。今年度は、３年生以上の全児童

が各学年の算数の｢東京ベーシックドリル」の診断シートを活用し、卒業までに全員が合格することを目標に取り組んできま

した。算数の授業や放課後学習支援の「ぐんぐん教室」等の時間を使い、全員が診断シートをクリアすることができました。

わからないままになっていた問題や苦手意識をもっていた問題に納得のいくまで取り組むことができました。担任や学習指

導支援員や地域ボランティアの方々が個に応じた指導・支援を行い、基礎・基本の定着に効果を上げることができました。

設問３の「考える、話す・聞く、表現する力」等の力の育成については、今年度も「自分の思いや考えをもち、人とのかかわ

りの中で、広げ深められる児童の育成」を研究主題とし、国語の学習を中心に「話すこと・聞くこと」について校内研究を進

めてまいりました。来年度も引き続き研究を深め、学習の過程で対話の仕方や話し合いの仕方のモデルを提示して練習し

たり、グループでの話し合い活動の場を意識的に計画して取り組んだり、学習シートを活用したりし、児童の考える、話す・

聞く、表現する力をさらに向上できるように努力してまいります。設問５の「ICT 機器を活用した授業」については、「あては

まる」「だいたいあてはまる」を合わせたポイントが昨年度より５ポイントアップしましたが、「わからない」というご意見もまだ

多数みられたので、日ごろから積極的にＩＣＴ機器の活用を図り、児童や保護者の方々にもその「よさ」が実感できるように、

教師がプロジェクターを使い工夫して資料を提示したり、児童が学習の過程やまとめ、発表などでＩＣＴ機器を活用したりで

きるようにしていきます。また、ＩＣＴ機器のより効果的な活用に向けて、実物投影機の投影を鮮明にするための遮光カーテ

ンの購入を検討しています。設問６の「通知表｣については、概ねよい評価をいただきました。これからも、児童の学力や生

活の様子をわかりやすくお伝えしていきます。 

 

 

 

79 193 57 108

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.我が子はあいさつがしっかりできている。

122 192 2129

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.我が子は命を大切にする態度や社会の

ルールを守る態度が身に付いている。

67 192 215 61

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.学校は道徳などの心の教育を大切にし、指

導に力を入れている。

30 150 105 37 24

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.道徳授業地区公開講座等を活用し、家

庭でも心の教育に取り組んでいる。

109 157 1710 51

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.学校のいじめ等への対応は信頼でき、子供に

いじめの疑いがある時には相談するつもりだ。

131 154 35 206

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.あなたは携帯電話やインターネットの適切な利

用についてルールを決め、子供に伝えている。



 

 

《 傾向と分析、新年度方針について》７～１２の項目について 

設問８と１２の項目については、概ね良い評価をいただきました。９月に実施したセーフティ教室では、各学年の児童が

発達段階に応じた安全対策について学びました。これからも命を大切にする態度や社会のルールを守る態度を児童が身

に付けられるように保護者の方々や地域の方々とも連携しながら指導・支援してまいります。この時に、４．５．６年生を対

象に実施したインターネットアドバイザーによる出前授業や１０月に５年生を対象に実施したインターネットサービスプロバイ

ダを主力事業とする電気通信事業者の出前授業では、携帯電話やインターネットの正しい利用の仕方や気を付けなければ

いけないこと等の学習をしました。保護者会でも、児童の携帯電話やインターネットの使用状況についての情報交換をし、

引き続き家庭への啓発を図っていきたいと思います。設問７の「あいさつ」については、挨拶指導をする際に、形だけの挨

拶ではなく、挨拶をされた人のうれしい気持ちを伝えるように指導しています。今後も、挨拶によって人と人との心のつなが

りが広がることが実感できるように、心の内面を大切にした指導を心がけていきます。設問９の「心の教育」については、道

徳をはじめ全教育活動を通して取り組んでいます。３月には、６年生が地雷廃絶による平和の授業を通して命の大切さに

ついて学習する予定です。設問１０については、道徳授業地区公開講座の講師の方によるご講演を児童の授業の中に組

み込んで開催しています。たくさんの保護者の方や地域の方々に参観していただけるよう、「豊かな心の発表会」も同時開

催しました。来年度も道徳授業地区公開講座や道徳の授業、学級活動等で、心の教育のきっかけとなる事柄や参考資料

等を提示してまいります。どうぞご家庭でも心の教育に取り組んでいただけますようお願いいたします。設問１１「いじめ等

への対応」については、今年度から「ｈｙperーQu」を活用して児童の人間関係や児童が抱えている悩みなどを把握して、い

じめの早期発見、早期対応をしていじめ撲滅に努めてまいりました。次年度はＳ.C とのつながりを強くし、子供一人一人の

悩みに対応してまいります。 

 

《傾向と分析、新年度方針について》設問１３～２１について

どの項目も大変よい評価をいただきました。特に学校評価の

項目で一番良い評価をいただいた設問１６（ 「あてはまる」

114 198 18116

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.学校は、体力の向上、健康の増進、安全等

について適切な指導を行っている。

179 148 7011

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.学校の授業や学校生活で、子供が地域の人と一緒

に行う活動は効果的だと思う。

113 184 31109

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.学校はお子さんの様子を保護者会や学校便

り・学年通信等でよく伝えている。

187 143 1214

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.学校は学校公開、面談等の機会を適切に設

けている。

78 200 36 922

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.学校の授業に満足している。

165 155 1618

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.学校は運動会、学芸会等の学校行事で子供た

ちの力を充分に発揮させている。

152 151 13128

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.学校での地域を生かした活動や伝統的な活

動は、効果的だと思う。

141 154 130 38

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20.特色ある教育活動の「異学年交流」「幼

小中連携」は充実している。

136 178 9122

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.特色ある教育活動の「読書活動（読書月間、読み

聞かせ交流会等）」は充実している。



 

 

「だいたいあてはまる」を合わせて９５ポイントを超えた）については、今年度も校長相談日を設け、お子様の学校での様子

（学習・生活・人間関係・進路等）や心配なことについて保護者の方から話を聞き、心配している事柄の解消に努めました。

来年度も学校公開や面談等の機会を適切に設け、学校の指導や児童の学校での様子について詳しく知っていただき、学

校の取り組みや児童の教育に関することについてご理解いただけるよう努めてまいります。設問１８については、様々な学

校行事に意欲的に取り組んだ子供たちの様子が窺えました。教科の学習にも良い効果をもたらしています。来年度も、各

種学校行事で児童が意欲的に取り組み、力を発揮できるよう工夫してまいります。設問１４、１９は、地域協働学校運営

委員の方々の協力もいただきながら、地域の方々や伝統技術を継承している方々を講師として、児童が学ぶ機会をたくさ

んいただきました。目白大学の留学生の方々との交流では、６年生の児童が日本舞踊や茶道、琴、落語など講師の先生

方から教えていただいた日本の伝統文化を、留学生の方々に披露して交流を深めることができました。設問２０の特色あ

る教育活動の｢異学年交流｣｢幼小中連携」については、今年度は落三ギネス、運動会の晴天を祈願しての落二中生徒会

からのてるてる坊主の貸与、落三小の教員による落二中の生徒の夏休みの補習、幼稚園児の避難訓練煙体験、小学校

の学習や給食などの体験学習などを通して、交流を深めることができました。幼小中の教職員が児童・生徒に対する指導・

支援の在り方について話し合い、共通理解を図り、幼小中の教育のさらなる充実を目指してまいります。 

《その他（自由記述欄より）》   

 自由記述欄にもたくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。ご賛同や励ましのご意見をいただき、本校の教育

活動を進める上で、さらに意を強くして推進していこうという思いを強くしました。心より感謝申し上げます。また、学校だけ

では気付かなかった貴重なご指摘や説明不足による誤解もあると感じました。いただいたご意見の全てを反映させること

は難しいのですが、少数意見も含め、様々なご意見があることも踏まえて、来年度の教育活動を進めてまいります。以下、

いただいたご意見の一部を抜粋してご紹介いたします。 
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・ 楽しく学校へ通っております。学校へ保護者が行った時他学年の児童が

「こんにちは」とあいさつをしてくれた時はうれしかったです。廊下など

ですれちがった時に大きな声であいさつをしてくれるとすがすがしい気

持ちになります。 

・人前で話す事にだいぶ慣れてきたと思う。③の「考える、話す、聞く、表

現する」授業をこれからも続けていただけると嬉しいです。 

 

・子どもたちの言葉づかいがよくないことが気になります。家庭で指導して

おりますが、学校でも子どもたちに指導していただけると学年全体で少し

でも改善していくのではないかと思います。 

・算数の文章題が分からなくなり（小数、分数、単位１とした計算）親子で

家庭学習に取り組んでいるのですが、居残りしてでも分からないところを

解決できるような環境作りがあったらと思います。 

 

・家庭科の授業のお手伝いに時々行きますが、先日は授業が終わってからと

ある女の子が「先ほどはありがとうございました！」と笑顔でお礼を言っ

てくれたのがとても嬉しかったです。 

・サマーワークショップなど、様々な経験をする機会があるのはとてもよい

と思います。グループで学習、発表などの様子もありよいと思いました。

さらに生徒が自主的に考え、発表し、共有する機会があると大変よいと思

っております。 

授業での丁寧な言葉遣いの話型の提示や練習、普段の

学校生活の中でも引き続き根気強く指導して参りま

す。また、保護者会等で保護者の方々と言葉遣いの指

導について共通理解をし、児童の様子についての情報

交換等して連携をしていきたいと思います。 

来年度も引き続き「考える、話す、聞く、表現する」

の研究を進めてまいります。 

挨拶をされてすがすがしい気持ちになった相手の気

持ちや挨拶をすることのすばらしさを児童に伝え、児

童の主体的な挨拶運動を推進していきます。 

毎週水曜日の「ぐんぐん教室」だけではなく、会議等

を精選して担任が児童を放課後に補習ができる時間

を確保できるようにしたいと思います。 

来年度から地域協働学校が中心になって支援の窓口

となりますが、引き続き児童の学習支援のボランテ

ィアをお願いいたします。 

来年度も夏休みならではの体験学習や学んだことを

発表することを通しての表現力の育成を重視してま

いります。 


